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1. はじめに

柏市の総合計画、街づくり計画を推進する位置づけで本事業は実施されている。

特に超高齢化社会への解決ﾓﾃﾞﾙとしての健康長寿都市の実現に向けて、公民学が連
携したﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築、健康見える化ｻｰﾋﾞｽ提供により、自発的な健康増進・疾病予
防を促す未病のﾗｲﾌｽﾀｲﾙ普及を目指している。
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柏市第四次総合計画 /後期基本計画 と 本事業の関係

取組方針

柏市 後期基本計画より抜粋

まちづくり重点ﾃｰﾏ

エネルギー・健康・防災の共通統合プラッﾄフォーム

推進

推進

柏
市
第
四
次
総
合
計
画

本事業は、柏市の総合・基本計画を推進する位置づけにある。
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柏市の計画 と 本事業の関係性

特に街づくり計画(健康増進計画 / 地域防災計画)と密接な関係を持って、本事業は進められている。

柏市 健康増進計画より抜粋

検討中

実施

栄養・
食生活

身体活
動・運動

休養・
こころの
健康

震災

適正体重を維持するため
の知識の普及

成人男性の肥満20%以下

体重の変化を気にしている人の
割合80%以上

野菜の摂取量の増加

緑黄色野菜を毎日2回以上食べ
る割合20%以上
淡色野菜を毎日2回以上食べる
割合30%以上

朝食を意識したﾊﾞﾗﾝｽの
良い食生活の普及

朝食の欠食率(20代、30代)15%
以下
食事のﾊﾞﾗﾝｽの良い人の割合
65%以上

運動習慣の定着

運動習慣者の割合60%

20歳～59歳のほとんど運動して
いない人の割合40%

身体活動・運動に取り組
みやすい環境づくり

1日の歩行時間100分

地域活動やボランティア活動へ
の参加意識80%

睡眠等による十分な休養
の確保

睡眠による休養を十分に取れて
いない人の割合
40%以下

上手なｽﾄﾚｽ解消 ｽﾄﾚｽを感じた人の割合70%以下

自殺予防対策 自殺者数減少

情報通信体制強化の必
要性

市からの緊急情報や有用情報を
ﾒｰﾙ配信するｻｰﾋﾞｽ登録者
5万人

帰宅困難者への支援
1時間以内に災害情報確認・
情報提供開始

課題

柏
市
第
四
次
総
合
計
画

健
康
増
進
計
画

地
域
防
災
計
画

計画

・・・

防
災
基
本
計
画

H24年度実証 H25年度～【柏市】既存の取組

共
通
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

地域ﾎﾟｲﾝﾄ管理ｼｽﾃ
ﾑ
との連携

疲労計ｼｽﾃﾑ

柏市ﾒｰﾙ配信ｼｽﾃﾑ
との連携

食事管理ｱﾌﾟﾘとの連携

健康ｾﾐﾅｰ継続健康ｾﾐﾅｰの開催
健康づくり相
談

健康ﾃﾞｰﾀ(活動量）

見える化

健康ﾃﾞｰﾀ（睡眠）
見える化

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ等
を活用した
地域防災ｼｽﾃﾑ

栄養改善事業

学校体育施設開放

地域ｳｫｰｸの推進

心の健康づくり事業

自殺予防対策事業

ﾒｰﾙ配信ｻｰﾋﾞｽ
緊急速報ﾒｰﾙ
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞの活
用

柏市健康診査

健康ﾃﾞｰﾀ(体重・
体組成計）見える化

健康SNS

GIS地図情報ｼｽﾃﾑ
との連携

2.参照 4.参照

密接な関係 ICT街づくり推進事業柏市の計画
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柏の葉の街づくり戦略: 公民学連携による自律した都市経営

公民学が連携し、課題解決ﾓﾃﾞﾙを柏の葉（環境未来都市、総合特区）で実現していく。

新成長戦略の実現に向けた2つの制度にﾀﾞﾌﾞﾙ指定
（2011年12月）

総合特区
（地域活性化総合特区）

地域活性化に向け
規制緩和や税制優遇

環境未来都市
環境・超高齢化に対応した
先進的な取り組みを国が財政
支援し、モデル都市を創出

街づくりに関する会議や各種ｲﾍﾞﾝﾄ、住民活動が

2011年度877回実施 (うち国内外からの視察208回)

街づくり戦略

未来型の都市経営： 公民学連携による自律した都市経営

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題
への解決ﾓﾃﾞﾙ

超高齢化社会
への解決ﾓﾃﾞﾙ

日本経済再生
を担う解決ﾓﾃﾞﾙ

公
柏市
千葉県 他

民
地域住民、三井不動産(株)
スマートシティ企画(株)

学
東京大学
千葉大学

公民学連携組織
柏の葉アーバンデザインセンター

UDCK

住民参加型・民間活力活用型で、共創・持続可能なﾓﾃﾞﾙ（財政的にもｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ）

健康長寿都市 新産業創造都市
スマートシティ
（ｴﾈﾙｷﾞｰ・防災）
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これまでの経緯と今後

【平成24年度】
実証に必要なﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築
（最低限のｼｽﾃﾑ開発、導入、一部検証）

【平成25年度】
2012年度の課題を改善した各種体制整備、ｻｰﾋﾞｽ
運用、ｼｽﾃﾑ運用、新機能追加、機能拡張を行う

【平成26年度】
事業化
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2. 平成24年度事業について

住民利便性向上のため、一つのﾛｸﾞｲﾝIDで様々なｻｰﾋﾞｽを受けられる柏の葉ﾏｲﾎﾟｰﾀﾙを
街のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑとして構築した。

また、住民の疾病予防・健康増進促進のため、健康見える化ｼｽﾃﾑを構築し、ｻｰﾋﾞｽ実
証を行い、新たな住民ﾆｰｽﾞと課題を得た。

さらに行政ﾃﾞｰﾀを利活用した地域・防災の情報発信をﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ、ucodeﾀｸﾞ(ICﾀ
ｸﾞ）、等を通じて行えるｼｽﾃﾑを構築し、地域防災力の向上を図った。
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9

地域でｴﾈﾙｷﾞｰを一元管理
省ｴﾈ・創ｴﾈ・蓄ｴﾈを推進
ｴﾈﾙｷﾞｰと食の“自産自消”
低炭素型の新しい都市交通
災害時でもﾗｲﾌﾗｲﾝを確保

日本が誇る「技術力」を活かしたﾍﾞﾝﾁｬｰを
地域で支援

ｸﾞﾘｰﾝ経済を支える新産業

国際的なﾍﾞﾝﾁｬｰｺﾐｭﾆﾃｨ創生

ICTを活かした多世代間交流で誰もが生
き生きと暮らす社会

地域連携による疾病・介護予防

ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽｹｱｽﾃｰｼｮﾝの創設

地域全体のｴﾈﾙｷﾞｰ情報を「見える
化」し、街区間で電力融通するｽﾏｰﾄ
ｸﾞﾘｯﾄﾞを構築中

自発的な健康増進・疾病予防の実
現、医療健康データ連携

ﾍﾞﾝﾁｬｰ/地域ｺﾐｭﾆﾃｨを
支援し、地域活性化

ICTを活用した街づくりの方向性 / 街のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築

健康長寿都市 新産業創造都市スマートシティ（ｴﾈﾙｷﾞｰ・防災）

ﾓﾉ 情報

ｻｰﾋﾞｽ
（健康）

ｻｰﾋﾞｽ
（行政）ｻｰﾋﾞｽ

（防災）

ｻｰﾋﾞｽ
(ｴﾈﾙｷﾞｰ)

ﾋﾞｯｸﾃﾞｰﾀの利活用による様々な新ｻｰﾋﾞｽ
(民間のｻｰﾋﾞｽｲﾝﾌﾗの活用)

「共通ID」に基づく様々なﾃﾞｰﾀ基盤の連携
（構築にはｴﾈﾙｷﾞｰの既存ｲﾝﾌﾗの活用）

健康見える化ｻｰﾋﾞｽで意識変化・生活改善
⇒病気にかかりにくく医療費が削減
省ｴﾈ・節ｴﾈ、健康活動により、地域で使えるﾎﾟｲﾝﾄ
ｽﾏﾎやｻｲﾈｰｼﾞからﾘｱﾙﾀｲﾑな行政情報や地域情報を取得
非常時に屋外でも避難経路情報など、得られ安心

共通ID化とﾃﾞｰﾀ基盤の連携により、利便性の向上
自分の固有IDに応じてｶｽﾀﾏｲｽﾞされたｻｰﾋﾞｽが受けら
れ利便性向上
将来ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰなどが導入されても拡張対応可

住民ﾒﾘｯﾄ(例)
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10
平成24年度事業の概要

エネルギー(既存)・個人健康データ(新設)の統合見える化システム

共通ID(ucode)により、様々なデータ基盤を連携する住民向けマイポータル

デジタルサイネージ等を活用した地域情報発信/防災システム

取組①

取組②

取組③

・自発的健康増進、
疾病予防の意識改善

・健康相談・健康指導
との連携

ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ型活動量計

体組成計

ﾍﾙｽｹｱ
分析ｻｰﾊﾞ

エ
ネ
ル
ギ
ー

健
康

ﾙｰﾀ
ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｻｰﾊﾞ

行
政
・地
域
情
報

配信管理
ｻｰﾊﾞ

柏市Ｗｅｂ/Ｔｗｉｔｔｅｒ

地域情報

緊急放送（非常時）

入力 共通統合プラットフォーム 出力

取組概要 便益

・地域情報をタイムリーに取得

・災害時は緊急放送
に切替、防災力向上

ｼﾝｸﾞﾙ
ｻｲﾝｵﾝ

・シングルサインオンによる
利便性向上

取組①
取組②

取組③

連携

NFC

ucodeﾀｸﾞ
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対象地区と事業規模

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ設置(1台)
(駅近くUDCK施設外ﾃﾞｯｷ)

「環境未来都市」の内閣府補助金で設置するﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ

（柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅前2台、駅近くUDCK施設内1台）

千葉県柏市
柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅周辺

ららぽーと
柏の葉 (フィット
ネスクラブ)

千葉大学

県立柏の葉公園(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ﾗ
ﾝﾆﾝｸﾞｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ)

東京大学

健康ｼﾞﾑ
(十坪ｼﾞﾑ等）

柏の葉キャンパス駅

*1 内閣府 環境未来都市予算で
ﾓﾆﾀｰ募集

U-codeﾀｸﾞ設置数（50ヵ所）

ｻｲﾈｰｼﾞ、駅周辺の街路樹

健康ｻｰﾋﾞｽﾓﾆﾀｰ（150人） +

ｴﾈﾙｷﾞｰﾓﾆﾀｰ*1 (50人)

柏市主催の「健康ｾﾐﾅｰ＆
健康相談会（1/26）」にて
柏市職員による健康指導等と連携

柏市健康保健師及び栄養士による
健康相談ｺｰﾅｰ

先行ﾓﾃﾞﾙとして柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅
周辺を中心にﾓﾆﾀｰ募集
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健康ﾃﾞｰﾀの見える化ｼｽﾃﾑ / 住民の健康増進・疾病予防の推進

取組①

２４時間装着し、生活リズム・
運動内容を自動記録

運動頻度 運動強度（METs値）

消費カロリー 歩数

睡眠状態 生活シーン

体重 体脂肪率

ＢＭＩ値（肥満度） 基礎代謝量

１日１回、体内状態を計測

リストバンド型ライフレコーダー （活動量計）

健康データ分析システム

データ連携・集積

＋ 保健師、管理栄養士、
ウォーキングインストラク

ター、
睡眠インストラクターによる

健康増進アドバイス

健康指導・アドバイス

パソコンやスマートフォンで
いつでもどこでも健康状態を“見える化”

通信機能付き 体組成計

構築ｼｽﾃﾑ(ｲﾒｰｼﾞ)

社 会 実
証 期 間

2013年2月2日（土）～3月10日（日）

参 加 モ ニ
タ ー

柏の葉スマートシティの住民（柏の葉キャンパス駅周
辺の居住者）を対象に参加者募集

Ａ） 「ライフレコーダー」および「体組成計」の利用 ＋
健康イベントの参加 ： 50名
Ｂ） 一般的な歩数計の利用 ＋ 健康イベントの参
加 ： 50名
Ｃ） 一般的な歩数計の利用 ： 50名

健康ﾃﾞｰﾀの見える化ｼｽﾃﾑを構築し、住民実証・ｱﾝｹｰﾄ調査を実施した。

概要

住民実証
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成果 (健康増進)： 運動促進への寄与

Aｺｰｽ（ICT活用）ではチャレンジ前後で36.7％エクササイズ値が増加した。

■一週間当たりの平均エクササイズ値（n=144） ■モニター期間中のエクササイズ値増加率（n=144）

15

20

25

30

35

チャレンジ前 チャレンジ後

Aｺｰｽ

Bｺｰｽ

Cｺｰｽ

（Ex値/週）

36.7%

25.8%

-5.3%
-10%

0%

10%

20%

30%

40%

Aｺｰｽ Bｺｰｽ Cｺｰｽ

取組① 成果
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成果 (健康増進)：睡眠改善への寄与

Aｺｰｽ（ICT活用）では「熟睡度」「疲労回復度」「日中のｽｯｷﾘ度」の3分野で最も高い改善率となった。

70

75

80

85

90

チャレンジ前 チャレンジ後

Aｺｰｽ

Bｺｰｽ

Cｺｰｽ

70

75
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85

90

チャレンジ前 チャレンジ後

Aｺｰｽ

Bｺｰｽ

Cｺｰｽ

■「寝つき」の自己評価得点変化（0～100点,n=142）

■「熟睡度」の自己評価得点変化（0～100点,n=142）
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80

85

90

チャレンジ前 チャレンジ後

Aｺｰｽ

Bｺｰｽ

Cｺｰｽ

■「疲労回復度」の自己評価得点変化（0～100点,n=142）

■「日中のｽｯｷﾘ度」の自己評価得点変化
（0～100点,n=140）
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チャレンジ前 チャレンジ後
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Bｺｰｽ

Cｺｰｽ

取組① 成果
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成果 (健康増進)：健康促進意識改善への寄与

■健康づくりを実施できたか（全体） ■健康づくり実践モニターの感想（Aｺｰｽ）

72％が“健康づくりを実施できた”と回答

(「できた」と「まあまあできた」を合算)

85％が“満足”と回答

(「満足である」と「やや満足」を合算)

あまりでき
なかった

取組① 成果
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柏の葉ﾏｲﾎﾟｰﾀﾙ / 共通IDで様々なｻｰﾋﾞｽへｱｸｾｽ可能に

共通ID（ucode）で、健康・ｴﾈﾙｷﾞｰ・行政ｻｰﾋﾞｽを
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟで利用できる住民向けﾏｲﾎﾟｰﾀﾙを構築

健康

エネルギー

行政/民間情報

・行政情報発信
・各種設備予約
・健康・運動指導ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等

共通IDでﾛｸﾞｲﾝ

健康見える化ﾍﾟｰｼﾞ(新規)

ｴﾈﾙｷﾞｰ見える化ﾍﾟｰｼﾞ(既存)

街ｴｺSNS(既存)

健康SNS(新規)

シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
で
ア
ク
セ
ス
可
能

柏の葉ﾏｲﾎﾟｰﾀﾙ

健康、ｴﾈﾙｷﾞｰ見える化ｻｰﾋﾞｽに加え
H25以降は行政ｻｰﾋﾞｽ等も付加予定

ﾛｸﾞｲﾝ

取組② 概要と成果取組①
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柏の葉ﾏｲﾎﾟｰﾀﾙ / 共通IDの普及促進、行政ﾃﾞｰﾀの利活用

取組② 概要と成果
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ・ucode / ICTを活用した地域防災力の強化

取組③

通常時 非常時

配信管理
ｻｰﾊﾞ

高機能ｻｲﾈｰｼﾞ

•ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ式

•felica端末内臓

•蓄電池内臓

•wifi基地局

•放送波受信

提供ｻｰﾋﾞｽ

ucode管理
ｻｰﾊﾞ

U
-
c
o
d
e

U
-
c
o
d
e

位置情報と共通の個人IDに付随した地域情報 災害情報/避難場所/避難経路情報

避難所A

避難所B

避難所C

避難所D

行政情報や民間広告情報の発信 緊急放送の受信や、Wifi基地局

NHKﾆｭｰｽの受信柏市Twitter/HP

【図上段】行政のHPやTwitterとRSS（Webサイトの更新情報を自動的に取得する）で自動連携し、タイムリーな地域情報が提供され
る仕組みを構築した。非常時にはデジタルサイネージから災害情報が地上放送波（NHK）を通じて提供される仕組みとしている。
【図下段】街路樹、施設、ウォーキングコースなどの各スポットに取り付けたucodeタグプレートにスマートフォンをタッチすると、それ
ぞれ目の前の街路樹、施設、ウォーキングコースに対応した情報を閲覧することができるシステムを構築した。災害モードに切り替
わると、避難場所（県立柏の葉公園）の情報が提供される仕組みとしている。（本項はｼｽﾃﾑ実証のみ）

概要と成果
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3. 見えてきたﾆｰｽﾞと課題

住民ｱﾝｹｰﾄ結果からﾆｰｽﾞと課題を抽出したところ、個人健康ﾃﾞｰﾀを活用した付加価値
ｻｰﾋﾞｽへのﾆｰｽﾞが高かった。

付加価値ｻｰﾋﾞｽ実現のためにも、個人情報の保護・活用を実現する仕組みを整備して
いく必要がある点などが、課題として抽出された。
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住民が欲しいと思える機能、ｻｰﾋﾞｽ

問「今後、どのような付加価値サービスがあったらよいか」については、食事管理サービスや保健師、
栄養士の指導サービスを始め、健康データと病院が連携して、医師が日々確認できるサービスのニー
ズが高く、日々の健康管理や健康づくりの取り組みと、行政の健康指導や医師（医療）が連携した、高
付加価値なサービスへの要望が高い。

9.0

22.2

24.3

28.5

32.6

38.2

38.9

41.7

45.8

47.2

56.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

その他

地域イベント情報取得サービス

推奨サプリメントの指南サービス

遠隔から家族などの見守りサービス

ジョギングコース案内サービス

非常時安否確認ができるサービス

インセンティブ付与サービス

栄養士の健康食事指南サービス

保健師の健康指導サービス

医師確認できるサービス

食事管理サービス

系列1
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個人情報保護 / 高付加価値ｻｰﾋﾞｽへの期待

問「付加価値ｻｰﾋﾞｽを受けるために、健康ﾃﾞｰﾀを含む個人ﾃﾞｰﾀの第三者提供が必要になる場合の考
え」については、健康ﾃﾞｰﾀを提供しても良いとする回答が7割を超えた。これは、個人情報保護を厳密
に行なうという前提のものであるが、個人のﾃﾞｰﾀを活用したOne to Oneの高付加価値ｻｰﾋﾞｽに対する
期待度が高いものと考えられる。

37 68 29 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非健康データを活用して自分の健
康状態に応じたサービスを提供してほ
しい
受けられる付加価値サービスによって
は健康データを提供しても良い

健康データ等の個人情報提供には少
し抵抗がある

健康データ等の個人情報は提供した
くない
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個人情報保護 / 健康ﾃﾞｰﾀ等の提供条件

個人情報を提供したくないとする層では、第三者提供する際に、その使用範囲や責任、セキュリティの
確保という基本条件の他、生命にかかわる場合であれば提供しても良いという回答が筆頭であった。
これは、自然災害や不慮の事故に遭遇した場合を想定している他、介護や療養における健康情報の
活用という場合も含んで一定の条件下でなら第三者提供を認めると考えていることがわかる

パーセント

11.6

18.6

34.9

39.5

39.5

46.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

個人情報の利用は認めたくない

利益が享受される場合、提供しても良い

義務範囲が明確であれば提供しても良い

セキュリティが確保されていれば提供しても良い

自身が承認した範囲に限定されていれば提供しても良い

生命に関わる場合であれば提供しても良い

パーセ
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行政ｻｰﾋﾞｽ(健康増進支援ｻｰﾋﾞｽ)の認知度の低さ

柏市が行なっている健康増進支援サービスの認知度、利用度については、「知っていた」が19.6%に留
まり、残り8割が「知らなかった/初めて知った」と回答している。モニター参加者の約半数が柏の葉キ
ャンパス駅前の新築マンション住民であり、行政サービスの全般的認知が低いことも考えられるが、今
後の認知促進活動の充実が望まれる。

8

17

21

12

20

19

8

38

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

知っていた

知らなかった

セミナーに参加して初めて知った

C 度数

B 度数
A 度数
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行政ｻｰﾋﾞｽ(健康増進支援ｻｰﾋﾞｽ)に対する期待

一方、行政による健康増進支援サービスの利用意向については、「非常にそう思う」「そう思う」という
回答が47%にのぼり、「ややそう思う」と考える層を含めると、8割以上のモニター参加者が、サービスを
利用したいと考えている。これは個人の健康意識の高まりにつれ、行政からの提供による、信頼でき
る良質な健康サービスが希求されていることの現れと考えられる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

非常にそう思う

そう思う

ややそう思う

あまりそうは思わない

そうは思わない

全くそう思わない
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4. 今後の方向性

H26～の事業化を念頭に、ﾆｰｽﾞの高かった健康ｱﾌﾟﾘ（食事管理機能）の強化、
及び課題として上がっている個人情報保護（会員管理機能）の整備を行う他、
ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで予定していた地域力ﾎﾟｲﾝﾄｼｽﾃﾑとの連携等に注力する。

また、行政との連携は、課題として挙がっていた行政情報発信の強化に加え、
健康・福祉領域を中心に深めて、健康ｱﾌﾟﾘや構築したﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑが医療費、
社会保障費などの低減に寄与するかを検証する。（柏の葉ﾓﾃﾞﾙの検証）
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今後の方向性 （平成25年度～）

エネルギー(既存)・個人健康データ
(新設)の統合見える化システム取組①

取組②

取組③

共通ID(ucode)により、様々なデータ基
盤を連携する住民向けマイポータル

デジタルサイネージ等を活用した
地域情報発信/防災システム

平成24年度 平成25年度～

【新規】ミールログ(食事管理)機能の追加

【継続】健康見える化実証の継続・拡大

【新規】地域ポイントシステムとの連携

【新規】個人情報銀行の構築

【新規】かしわメール配信サービスとの連携
【新規】地図情報配信サービス（GIS）との連携
【継続】サイネージ、ucodeタグ
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ICTを活用した街づくりのﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

共通ID

ICTを活かした多世代間交流で誰もが生
き生きと暮らす社会

地域連携による疾病・介護予防

健康ｽﾃｰｼｮﾝの創設

地域でｴﾈﾙｷﾞｰを一元管理
省ｴﾈ・創ｴﾈ・蓄ｴﾈを推進
ｴﾈﾙｷﾞｰと食の“自産自消”
低炭素型の新しい都市交通
災害時でもﾗｲﾌﾗｲﾝを確保

日本が誇る「技術力」を活かしたﾍﾞﾝﾁｬｰ
を地域で支援

ｸﾞﾘｰﾝ経済を支える新産業

国際的なﾍﾞﾝﾁｬｰｺﾐｭﾆﾃｨ創生

健康長寿都市 新産業創造都市スマートシティ（ｴﾈﾙｷﾞｰ・防災）

ｻｰﾋﾞｽ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
（狭義）

住民参加の仕
組み

ﾃﾞｰﾀ

柏の葉AEMSｾﾝﾀｰ
（ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰﾊﾞ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・

節電ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ）

地域力ﾎﾟｲﾝﾄｼｽﾃﾑ
（地域活動や社会実験の参加者に共通のﾎﾟｲﾝﾄ付与、ｲﾍﾞﾝﾄｻｰﾋﾞｽ購入時に利用できる仕組み、柏の葉ｶｰﾄﾞなど共通化）

ITS情報ｾ
ﾝﾀｰ

ﾏﾙﾁｼｪｱ
ﾘﾝｸﾞ

・ｴｺﾘﾝｺ（HEMS：電力・水･ｶﾞｽ)
・PHR取得機器（continua標準規格)
活動量計、体組成計、血圧計
食事ﾃﾞｰﾀ

ｴﾈﾙｷﾞｰ効率
利用・災害時のｴ

ﾈﾙｷﾞｰ確保

「ﾍﾙｽｹｱ分析ｻｰﾊﾞ」

次世代高度情報管理ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

健康
見える

化

医
療
連
携

健康
ｽﾃｰ
ｼｮﾝと
連携

地域・
防災
情報

その他ﾋﾞｯｸ
ﾃﾞｰﾀを活

用したｱﾌﾟﾘ

商業
ﾏｰｹﾃｨ

ﾝｸﾞ

・GISﾃﾞｰﾀ
（地図情報ｼ
ｽﾃﾑ）

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
l

ム

出典）環境未来都市構想提案資料より

省ｴ
ﾈ・節
電支
援

行政
ﾒｰﾙ

配信ｻｰﾋﾞｽ

「配信管理ｻｰﾊﾞ」

地域・行政・民間情報発信

予定既存 H24年度

連携予定連携

・行政HP
・Twitter

地域
活動
情報

H25年度

連携予定

・・・・
多様な
ｻｰﾋﾞｽ創出

ﾃﾞｰﾀ連携
・共通ID
・ﾎﾟｲﾝﾄ

蓄積され
たﾃﾞｰﾀ

会員情報管理

食事
管理ｱ

ﾌﾟﾘ

連携

健康
相談

ｻｰﾋﾞｽ

取組①

取組②

取組③

健康関連ﾃﾞｰﾀ、行政ﾃﾞｰﾀを活用して、住民ﾒﾘｯﾄの高いICTﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ・新ｻｰﾋﾞｽを公民学連携で実現する。
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健康長寿都市の実現に向けたアプローチ

定期健診

これからの自治体の役割

在宅ケア
サービス

施設ケア
疾病治療

日常的な健康データの

管理・活用支援

定期健診

従来の自治体の役割

疾病治療
施設ケア
サービス

施設での治療・介護から
日常（在宅）の疾病予防・ケア支援へ

医療・社会保障費を削減

柏の葉モデル
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柏の葉モデルの普及展開

全国へ

世界へ

アジアへ

課題解決モデル
として各地へ展開

北部ゾーン

中央ゾーン

南部ゾーン

環境未来都市

地域活性化総合特区

総務省「ＩＣＴスマートタウン」先行モデル

経団連「未来都市モデルプロジェクト」

自発的な健康増進
医療・社会保障費の削減
新サービスの創出
地域コミュニティの活性化

国
家
的
モ
デ
ル
指
定

柏の葉スマートシティモデル

広域商業拠点
高齢者の生きがい環境形成

農業・観光ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、自然共生

国内外から年間２５０回以上の視察受入

Ｗｅｂ・広報誌・フォーラムなど


